
銚子塚古墳の周溝には……

　周溝区画堤（くかくてい）があるぞ！
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　新聞・テレビ等ですでに報じられていますが、銚子塚古墳後円部北側の周溝内には「周溝区画堤（くか
くてい）」と呼ばれる堤（土手）が設けられていることが確認されました。このような施設が東日本の前期
古墳にあることが確認されたのは初めてのことなんだ。すごい発見なのだよ、皆さん！

第７号トレンチ

□「周溝区画堤」は盛り土で造られたんじゃないよ。地山層と呼ぶ硬い礫
層を掘り残して造成してあるんだ。ってことは、古墳を造るとき（設計段階）
には、ここに「堤」を造ることを決めたうえで周溝を掘り始めたってことだよ
ね。ちゃんとした古墳を設計する人物や測量する人物がいたことが想像で
きるよ。

□「周溝区画堤」は周溝内になるべく広く水がたまるようにした仕掛けと考
えられるよ。その仕組みの推定は次号以降でご紹介の予定です。

銚子くん

銚子くん

「周溝区画堤」は第7号トレンチと第
7‐2号トレンチで見つかっているよ。
これらの堤は周溝を横断するように
延びているのだけれど、連続する
かどうかは不明なんだ。もしかする
とクランク状に屈折して繋がるのか
もしれないなー？

周溝の外端ライン

周溝区画堤
（なぜか、くいちがうのだ！）

周溝区画堤の東側の周溝は浅くなっていくよ！
しかも、だんだん浅くなるんだ！まるで「階段」のようにね。
この点は次号以降のお楽しみ！

周溝区画堤の西側の周溝はぐんと深くなっていくよ！

第７－２号トレンチの「周溝区画堤」
　中央の盛り上がった部分です！

周溝 第７－２号トレンチ

「くいちがい」の秘密
は残念ながら、今回
は解明できなかった
よ。

銚子くん
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